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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
何
が
え
え
ね
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
か
?
」

「
コ
ー
ヒ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
!
」

土
工
作
業
員
の〝
こ
ま
ち
ゃ
ん
〞と
現
場

監
督
で
あ
る
私
の
休
憩
時
間
中
の
や
り
取

り
だ
。
彼
の
年
齢
は
私
の
倍
以
上
だ
が
、炎

天
下
の
日
も
雪
が
降
る
日
も
、
現
場
作
業

に
精
を
出
し
て
い
る
。
体
力
的
に
厳
し
い

は
ず
だ
が
、
彼
は
い
つ
も
仕
事
を
楽
し
ん

で
い
る
。
人
を
喜
ば
せ
た
い
思
い
が
強
い

の
だ
ろ
う
。「
そ
ん
な
ん
で
き
る
か
ぁ
!
」

と
言
い
つ
つ
も
、「
こ
こ
も
や
っ
と
い
た

で
」
と
、
お
ま
け
つ
き
で
応
え
て
く
れ
る
。

「
あ
り
が
と
う
!

助
か
り
ま
す
」

人
と
共
に
つ
く
る
。
わ
れ
な
が
ら
面
白

い
仕
事
を
選
ん
だ
な
、
と
思
っ
た
。

次
世
代
建
設
現
場
へ
向
か
っ
て

建
設
業
の
大
き
な
課
題
が
担
い
手
不
足

だ
。
高
齢
化
の
進
展
と
若
年
者
の
不
足
は

国
内
産
業
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、
建
設

現
場
の
担
い
手
不
足
は
簡
単
に
解
消
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
1
人
当
た
り
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
建
設
現
場

が
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
職
場
で
あ
る
こ
と
を

広
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
建
設
業
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2
0
1
5
年
12
月
、
国
土
交
通
省
よ
り

『i-Construction

』
が
表
明
さ
れ
た
こ
と

で
、
変
革
が
始
ま
っ
た
。
以
来
、
各
企
業
は

自
社
で
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り
、
さ

こころ弾む
次世代建設現場 

Next-generation construction sites that create excitement
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ABSTRACT
A major problem in Japan’s construction in-
dustry is the shortage of workers. The aging 
population and the declining number of young 
people are problems for the entire domestic 
industry, so the shortage of workers at con-
struction sites can’t be easily resolved. It is 
important to improve per-person productivity 
and to have people widely understand that 
construction sites are attractive workplaces. In 
December 2015, the Ministry of Land, Infra-
structure, Transport and Tourism announced 
"i-Construction," and the change began. Since 
then, companies have attempted to introduce 
various technologies on trial and have worked 
to develop new technologies to improve pro-
ductivity on their own. Although it has only 
been seven years, the efforts have steadily paid 
off, and the situation on construction sites has 
changed signifi cantly. In the March 2023 issue 
of the JSCE Magazine, we featured new ap-
proaches and technological developments at 
construction sites from two round-table dis-
cussions and eight articles. Through this fea-
ture, we would like the readers to feel the atti-
tude and spirit of the construction industry, 
which is constantly taking on new challenges, 
and to have expectations for the future of the 
industry.



ま
ざ
ま
な
技
術
を
試
行
的
に
導
入
し
た
り

と
、
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
約
7
年
が
経
過
し
た
。
こ
の

間
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
び
、
現
場
の

状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

U
A
V
に
よ
る
地
形
測
量
や
土
量
算
出
は

も
は
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
当
た
り
前

の
技
術
と
な
っ
た
。
ま
た
、
C
I
M
を
活

用
す
る
現
場
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き

た
。
2
0
2
3
年
度
か
ら
は
、
国
土
交
通

省
発
注
の
す
べ
て
の
詳
細
設
計
・
工
事
（
小

規
模
工
事
を
除
く
）
で
B
I
M
／
C
I
M

が
原
則
適
用
と
な
る
。

近
年
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
と
い
っ
た
新
た
な
働
き
方
も
選
択
肢
と

な
っ
た
。
現
場
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
難
し

い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
う
ま
く
取
り
入

れ
る
現
場
も
出
て
き
て
い
る
。
2
0
2
4

年
度
か
ら
建
設
業
に
も
適
用
さ
れ
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
も
、
現
場
の
変
革
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
。
ま
さ
に
今
、
時
代

が
動
い
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
建
設
現
場
の
新
た
な
取

り
組
み
や
技
術
開
発
に
焦
点
を
当
て
な
が

ら
、
次
世
代
の
建
設
現
場
を
思
い
描
く
。

冒
頭
の
座
談
会
で
は
、
現
在
と
同
じ
よ

う
に
生
産
性
向
上
の
課
題
が
あ
っ
た
平
成

初
期
を
原
点
と
し
て
、
以
降
の
建
設
現
場

の
変
遷
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。

次
世
代
建
設
現
場
に
向
け
て
の
取
り
組

み
事
例
と
し
て
、製
造
業
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

施
工
の
最
適
化
の
取
り
組
み
や
、3
次
元

モ
デ
ル
や
I
C
T
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
の
現
場
運
営
事
例
、地
方
ゼ
ネ
コ
ン
お
よ

び
A
I
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
革
新
的
な
技

術
開
発
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。新
技
術
が

あ
ら
ゆ
る
点
で
建
設
業
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
だ
ろ

う
。い
ず
れ
の
記
事
も
現
場
を
よ
り
魅
力

的
に
し
た
い
と
の
思
い
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
の
座
談
会
で
は
、
理
想
の
現
場

や
そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は

現
場
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

最
後
に
将
来
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指

す
技
術
と
し
て
、3
D
プ
リ
ン
タ
ー
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
工
場
の
生
産
性
向
上
、ト
ン
ネ
ル

施
工
の
自
動
化
、リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
技

術
と
、
開
発
中
の
新
技
術
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
開
発
の
背
景
や
開
発
技
術
が
描
く

未
来
だ
け
で
な
く
、
最
先
端
の
技
術
開
発

に
携
わ
る
人
の
思
い
に
も
触
れ
ら
れ
る
。

本
特
集
に
よ
り
、
新
た
な
こ
と
に
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う

建
設
業
界
の
姿
勢
・
気
概
を
感
じ
て
い
た

だ
き
、
未
来
の
建
設
業
に
期
待
感
を
抱
い

て
も
ら
い
た
い
。

材料・燃料等の地産
地消、建設発生土の
完全リサイクル

熟練職人の技術を再
現した無人化施工

CO2排出ゼロ
の建設現場

非接触で地質の
調査が可能に

XRによる完成イ
メージや施工リス
ク等の共有

橋・ダムなどの点検
補修を遠隔・無人で

水中作業の遠隔操作

災害時も安全・
迅速に現場確認

危険な場所で
も自動・遠隔
で作業できる３Dプリンター

による設 計・
施工の合理化

プレキャスト製品活用による生産性
向上、プレキャスト工場の自動化

3Dデータ共有による理解度の向上、
遠隔打合せによる移動時間の短縮

ICTによる現場管理や
検査の効率化

遠隔作業による作業員の
テレワーク実現
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図1　次世代建設現場のイメージ （国土交通省の将来の社会イメージを参考に作成）




